
避難情報をどのように知らせた？ 

【問合せ】天童市総務部危機管理室  ☎ 023-654-1111（452・453）  

 

 「自らの命は自ら守る」ために 

 ７月２８日豪雨の際、天童市では 
 

 令和２年７月２８日、本州に停滞する梅雨前線の影響により、山形県では記
録的な大雨を観測し、市西部を流れる最上川の下野観測所（河北町）では、こ
れまでの最高水位（17.55m）を記録しました。 
 天童市でも河川の氾濫や土砂災害の危険性が高まり、災害対策本部を設置し、
市内２３地区(※)を対象に避難情報を発令し早めの避難を呼び掛けました。 
 

(※）上北目、下北目、小路、桜町、今町、蔵増南、蔵増北、高野辺、窪野目、蔵増中、寺津、 
藤内新田、下貫津、上貫津、立宿、寄的、関の上、若松、二子沢、上山口、渡戸、谷地中、荒井原 

◎市からの避難情報は、緊急速報メール・市ホームページ・市登録制メール・市フェイス 
 ブック・テレビ／ラジオ・防災行政無線（屋外スピーカー）・防災ラジオ・市広報車など 
 様々な方法でお知らせしました。 

◎避難情報が発令された地区では、自主防災会や町内会の役員の方などを 
 中心に、情報伝達や避難支援などの「共助」が行われました。 
 また、消防団車両による広報が情報伝達に大変有効でした。 

※市広報車や学校等に設置している防災行政無線（屋外スピーカー）の放送内容が聞き取 
 れない場合には、６１６－５５５５（防災情報テレホンサービス）におかけ下さい。 

避難はどうした？ 

◎市内９カ所の指定避難所に７４９人の方が避難されました。その他、親戚や友人宅に避難 
 された方も多くいました。 
◎市と災害協定を結んでいる、「イオンモール天童」さんの協力により、駐車場を一時避難 
 場所として開放していただき、車両での避難の受入れを行いました。 

避難対象地域の自主防災会に対するアンケートでは 

・エリアメールで受信した  約８割   
・防災ラジオで聞いた    約７割 
・テレビ／ラジオで知った  約７割  

【避難情報について】 
 入手方法で多かったのは 

その他の入手方法は 

市広報車、同報系防災行政無線 
市ホームページ、市登録制メールなど 

【情報伝達について】 
 災害時避難行動要支援者への伝達方法  

・自宅へ訪問     約７割 
・電話連絡      約２割 
・文書連絡      約１割 

災害時避難行動要支援者への伝達者は 

自主防災会役員をはじめ、町内会長、 
民生委員の方など 



 新型コロナウイルス感染症を踏まえ「自らの命は自ら守る」ための 
 

 新しい避難行動について 
       

 一人ひとりが、いろいろな避難方法や感染症対策を知って、安全・

安心な新しい避難に備えましょう。 

 安全・安心な新しい避難行動のための３つのポイント 

あらかじめ災害危険度を確認し、複数の避難先を確保！ 

◎避難とは「難」を「避ける」こと。安全な場所にいる人まで避難所に行く必要はあり 
 ません。日頃からハザードマップで自宅や職場周辺の災害危険度を確認し、指定避難 
 所や避難経路を把握しましょう。 

◎指定避難所以外にも、安全な親戚や知人宅等、いろいろな避難方法を検討しましょう。 
◎やむを得ず車中泊する場合は、浸水や土砂崩れ等に巻き込まれないように周囲の状況 
 を十分に確認しましょう。 

非常持出品をあらかじめ準備しておきましょう！ 

◎避難時に必要な非常持出品をあらかじめ準備しておきましょう。 
 必要なものと量の目安は、避難所で一晩過ごすための分です。 

◎必要なものは各世帯で異なりますが、新型コロナウイルス感染症 
 を踏まえ、通常の非常持出品に加えて、感染症対策に有効な持出品 
 もできる限り準備しましょう。 

どこにいても、自分でできる感染症対策を実践しましょう！ 
◎他人と１ｍ以上距離をとりましょう。密接した状態での会話は避けましょう。 

◎手洗いや手指消毒、うがい、マスクの着用、咳エチケットを徹底しましょう。 

◎毎日、体調をチェックしましょう。 

非常持出品の例 

 □食べ物 □飲み物 □携帯電話の充電器 □毛布・タオルケット □着替え  
 □下着 □ウエットティッシュ □タオル □携帯トイレ □ゴミ袋 □お薬手帳 
 □老眼鏡 □懐中電灯 □ラジオ □軍手 □アウトドア用シート など 

感染症対策に有効な非常持出品の例 

 □マスク □アルコール消毒液 □体温計 □除菌シート □キャンプ用テント 
 □使い捨てのビニール手袋 □タオル □上履き など  

  ※感染症対策用の物資は、避難所でも備蓄していますが、数に限りがあるため、できる限り各自で準備を 
   お願いします。 


